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２００６年10月20日《No.17》
新聞意見広告運動を大きく成功させ「戦争する国」NO!の世論広げよう
国公労連憲法改悪阻止闘争本部で意思統一
　国公労連憲法改悪阻止闘争本部は１０月１０日、東京都内で第７回闘争本部会議を開催しました。同日早朝から国公労働者は霞が関周辺で「９の日」宣伝行動を展開。「教育基本法改悪ＮＯ！」のリーフを配布し汗を流した直後であり、熱気あふれる会議となりました。
■「国公労働者に期待しています」と吉川議員が激励あいさつ
　冒頭、日本共産党参議院議員の吉川春子氏が国会から駆けつけ、「教育基本法改悪法案と国民投票法案を廃案にするために、８１日間の臨時国会をたたかおう」と、緊迫した国会情勢を報告。戦時中、「お寺の鐘を鉄砲の弾へ」と供出を強要された話や、吉川議員が長野で直接いただいた「念仏者九条の会」のポスター「非戦の誓いを鐘の音にのせて」を紹介しながら、「戦争の悲惨な歴史を繰り返さないために、『戦争はいやだ！九条を守っていこう』と全国で『九条の会』が大きく広がっています。国家機関の担い手である国家公務員だからこそ、憲法を遵守してほしい。国公労働者に期待しています」と激励してくれました。
　香月闘争本部事務局長（書記次長）が、情勢の特徴について説明したうえで、今後のとりくみを提起（下記参照）。「９条改憲反対」新聞意見広告運動の推進、１１月９日の全国統一「９の日」宣伝行動など地域に打って出る運動強化、署名推進などとりくみを強調しました。

■「新聞意見広告運動」の成功をめざして
　討論では、「いまこそ憲法と平和運動の重要性を強調したい。カンパ袋を作成し、一口２５０円、２口以上カンパ目標を呼びかけている」（全医労）、「勤通大・憲法コース１５７名受講をバネに、全組合員に呼びかけカンパを必ず達成させる」（全法務）、「新聞意見広告運動を一発で終わらせず、地方紙広告へつなげるべき。職場９条の会結成や、署名のとりくみと一体でカンパを訴えている」（全港建）、「この２年間、憲法学習を深めながら署名をとりきった。地域に打って出る積極的な運動提起を」（全通信）、「友人や非常勤職員にも広げようと指示を出し、組織内の世論を高めていく」（全労働）、「各地本・支部で職場９条の会が結成されている。９条改憲反対の運動をもっと広げていきたい」（全建労）、「カンパ運動を『裁判所退職者の会』と連携して共同行動を展開」（全司法）、「今大会では情勢の発言が多かった。１口１００円、３口以上カンパを提起」（全気象）、「１口５００円の『憲法ワンコイン運動』を呼びかけた独自ミニリーフを作成。憲法を語り合い、職場の対話運動を展開」（全税関）など単組それぞれの創意工夫のとりくみが報告されました。また、勤通大「憲法コース」での学習と受講修了に向けた経過報告も出されました。
■地域に足を出し、攻撃跳ね返そう！
　最後に、「まとめ」として岡部副本部長（書記長）が、「この会議で運動の確認と意思統一ができた。秋のたたかいは歴史的な大きな転換点。９条改憲反対の世論を一気に広げるため新聞意見広告運動を大きく成功させるとともに、この運動を単発に終わらせず、引き続き継続・発展のとりくみを強化していく。定員削減や行革など公務員や国民に対する攻撃の本質は、結局「憲法」問題にいきつく。宣伝と対話をすすめ、全国に組織をもつ国公労連として役割を発揮し、地域に足を出して攻撃を跳ね返そう！」と力強く呼びかけました。
当面のとりくみ補強

①　「９条改憲反対」新聞意見広告運動の推進（詳細は呼びかけリーフ参照）
http://www.kokko-net.org/kokkororen/gakusyu/ikenkoukoku.pdf
②　全国統一「９の日」宣伝行動
※１１月９日を終日宣伝行動日に設定し、各県国公はターミナル・繁華街等での宣伝行動、地域ローラー作戦、決起集会等を実施する。共同センター作成ビラを活用

③　「憲法」「教育基本法」「国民投票法」署名の推進
④　「９条守れ」シールのとりくみ
⑤　 学習活動（「憲法特別コース」前期の修了と後期の受講組織）

⑥　 共同行動の推進

60年経た憲法の先駆性、先進性確信に
安倍晋三首相は初の所信表明演説でも、「現行の憲法は、日本が占領されている時代に制定」、と相変わらずの”おしつけ憲法論”を展開しました。それは、日本国憲法を「敗戦国としての連合国に対する”詫び証文”」(『美しい国へ』)などとして、さきの戦争を日独伊による侵略戦争と確認した戦後世界の原点を否定するものです。

タカ派の主張むきだしに

北朝鮮の核実験を絶好の機会ととらえ、－中川昭一自民党政調会長は核兵器保有も論議することもあり得ると発言、麻生太郎外相はアメリカの臨検を支援するため周辺事態法の発動もありうることを発言―安倍内閣、自民党安倍執行部は、早くもその反動的本性をあらわにしつつあります。

反撃の世論を一まわり二わり広げることが急務になっています。
（憲法会議「憲法しんぶん速報版」10月17日から抜粋）
▼情勢や、憲法、教育基本法改悪反対の運動について知りたい方は
国公労連


http://www.kokko-net.org/kokkororen/index.htm
※国公労新聞10月10日で、特集「安倍新内閣で何が変わる！？」を掲載
全教



http://www.zenkyo.biz/index.html
憲法改悪反対共同センター
http://www.kyodo-center.jp/
憲法会議


http://www.kenpoukaigi.gr.jp/
「九条の会」ニュース　　　　　　　　　http://www.9-jo.jp/news_list/index.html
「九条の会」メールマガジン申し込みは　http://www.9-jo.jp/　　
「戦争する国」を許さない！
－９条改憲反対の新聞意見広告カンパへのご協力を訴えます－

国公労連中央執行委員長アピール

日本国憲法は、今年11月3日に公布60周年、来年5月3日に施行60年を迎えます。憲法は「国民から国家への命令書」であり、私たちのさまざまな権利を保障する土台となっています。

しかし、首相に就任した安倍氏は、自民党総裁選挙で5年以内の憲法改定を公約し、改憲も論議の段階からその具体化へと足を踏み出そうとしています。総裁選の論議でも、改憲の焦点が平和主義を定めた９条であり、集団的自衛権の行使に道を開こうとするものであることは明らかとなっています。

戦火の絶えないこの世界において、憲法９条の果たすべき役割はますます大きくなっています。私たちは、９条を改定し、アメリカの無法な戦争に参戦させるために、日本を“戦争する国”へと変えようとすることには断固反対です。

この秋、臨時国会では改憲手続き法案をはじめ、教育基本法改定案、防衛省設置法案などの成立が狙われており、すでに“戦争する国”づくりのための準備がすすめられています。これは、日本国憲法のもとで平和、民主主義、人権を守る絶え間ない運動を積み重ね、これらを根づかせてきた国民に対する許しがたい挑戦です。

いま、私たちは日本の将来にかかわる大きな分かれ道に立たされています。次の世代にどのような国を、そしてどのような世界を引き継ぐのか、そのことが鋭く問われています。

国公労連は、平和を愛する多くのみなさんに、改憲勢力の真の目的を知らせ、９条を大切にしたいという一点での共同を思想・信条を超えて呼びかけるため、この秋、全国規模の新聞意見広告に取り組むことを決定しました。

国公労連として初めてのこの取り組みが大きく成功するならば、改憲をめぐる状況に大きな一石を投じることができます。

すべての組合員、そして国公職場で働くすべての仲間と家族のみなさん、

「平和な世界を子どもたちに手渡したい」という一人ひとりの願いを、新聞意見広告運動に参加するという形で示しましょう。「９条守れ」の思いを全国800万世帯に届けようではありませんか。

新聞意見広告カンパへのご協力を心から訴えるものです。
日本国家公務員労働組合連合会
中央執行委員長
福 田　昭 生
県国公９条の会
沖縄民謡、フォークなど大盛況！LIVE99
「国公９９条の会あいち」がライブ・パーティーを開催
【愛知国公発】「国公99条の会あいち」は、9月29日（金）、中区錦三の沖縄料理「遊び島」において、ライブ・パーティー「LIVE99」を開催しました。
　ライブには会場いっぱいの約40人が参加。ビールや泡盛を飲みながら、国公各職場の芸達者によるライブ演奏を楽しみました。
　ライブは、まず愛知国公の仲間のオリジナル・フォークで幕開け。パーカッションでサポートする仲間たちや、カンカラ三線で沖縄民謡を披露する仲間、元県立高校教諭で愛知学習協会長がお連れ合いとともにゲスト出演し、なつかしのフォークで盛り上げました。　

中部地方整備局で働く仲間は、所属する劇団「ひらき座」の仲間とともに朝鮮民謡や「イムジン河」などを、「歌う憲法学者」として有名な名古屋大学大学院で働く仲間は、九条にちなんだ曲を熱唱。さらに飛び入りで名古屋市職労の仲間がオリジナル・フォークを演奏し、ラストは、「遊び島」のオーナーが、沖縄・八重山民謡で盛り上げました。
※「国公99条の会あいち」とは？
全国で広がっている「九条の会」につながる自主的な組織として、上部団体、組合員・非組合員・管理職の違いを超え今年4月22日に結成された。名称は、公務員の「憲法尊重擁護の義務」（憲法第99条）に因む。
（国公99条の会あいち「NEWS99」10月16日号より抜粋）
本の紹介
国民投票法＝改憲手続き法案の「カラクリ」

「学習の友社」がブックレットを緊急出版（自由法曹団編）
　憲法を変えるための国民投票法＝改憲手続き法案が２００６年５月、国会に提出されました。継続審議にはなりましたが、臨時国会で成立させられる危険が生まれています。

　ところが、この法案の中身はまだ多くの人々に知られていません。憲法９条を変えて「アメリカとともに戦争をする国」にする改憲を実現するための「カラクリ」が、法案の中にあふれています。

９月２０日、自由法曹団が、ブックレット「国民投票法＝改憲手続き法案の『カラクリ』」を緊急出版しました。自由法曹団は、「あまりにひどすぎる法案の真実が明らかになれば、それは、改憲策動の弱点になる。法案は阻止できるにちがいない―だから一日も早く、一人でも多くの人にお読みいただきたい。これが私たち団員の思いです。ぜひとも、このブックレットを広く普及していただき、ご活用くださるようお願いいたします」と訴えています。
· 執筆・編集　　自由法曹団　℡　3814-3971

· 申し込み先　　学習の友社　℡　5842-5641　Fax 5842-5645

· 定価　　６００円
今後の予定
■ 「改憲手続き法案を廃案へ」１０・３１国会昼休みデモ
◇ 日　時
10月31日（火）　12時集会　12：15～デモ出発
◇ 集合
日比谷公園霞門
◇ 主 催
「５・３憲法集会実行委員会」
■ 教育基本法改悪反対の行動
▼ 教育基本法改悪反対中央行動・中央集会　
　◇と　き：１１月　２日（木）
　◇ところ：東京都千代田区・永田町周辺
◇主　催：「教育基本法改悪を許さない各界連絡会」など
　　◇内　容：意思統一集会・座り込み・国会議員要請（13：00～）、中央集会（18：00～）
▼ １１・１２全国集会　　
　◇と　き：１１月１２日（日）１３時３０分～
　◇ところ：日比谷野外大音楽堂
◇主　催：「教育基本法の改悪をとめよう！全国連絡会全国連絡会」など
▼ 憲法・教育基本法改悪を許さない中央決起集会
　◇と　き：１１月１７日（金）１８時３０分～
　◇ところ：東京都千代田区・永田町周辺　
◇主　催：「教育基本法改悪を許さない各界連絡会」など
· さまざまなとりくみ（署名行動や学習会など）のメール通信やＦＡＸをお寄せください　　　
以　上
　歴史に逆行する安倍首相と対決を























